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図５ 弾性編地の活用

例 

表１ 試作編地の圧縮試験比較結果 

図１ スーパー繊維 
(PE 繊維)の特徴 

 

図４ 試作織物の圧縮性 

試作製品 

図２ 糸加工方法の概要 

LC WC RC T0 TM/T0

圧縮の硬
さ

つぶれや
すさ

回復性
厚み
(0.49N)

圧縮性

A 0.32 0.38 42.8 1.2 0.59

B 0.38 0.25 37.6 2.7 0.90

C 0.43 0.22 48.3 2.4 0.91

図３ 加工後の糸長比較 

A：PE繊維
B：CY

C：LY

収縮率：68.9%
密度増加率：80.9%

収縮率：78.9%
密度増加率：165.6%

繊維  



 

  

スーパー繊維の一種である超高分子量ポ

リエチレン(PE)繊維(図１)は、高強度・高

弾性で高い機能性を持ちますが、低伸度

（伸びにくい）で毛羽立ちしやすく、加工

しにくい繊維です。伸度を付与することで

加工性が向上しますが、PE 繊維は耐熱性が

低く、耐薬品性が高いため、熱セットや化

学処理では伸度を付与できません。 

 

 
 PE 繊維の伸度を向上させるため、従来の

糸加工技術(合撚加工、カバーリング加工、

リリヤーン加工）を用い(図２)、過度の熱 

 

 

 

 

 

 

 

セットを必要としない新たな弾性加工糸の

開発と、編地の試作と評価を行いました。 

 

 

 ３種類の糸加工技術を用い、PE繊維の加

工方法を検討した結果、リリヤーン糸

(LY)の高い糸集約能力(図３)と、PUの高

伸縮性を組み合わせることで、最大約

200%の伸縮性が得られることが分かりま

した。開発した LY加工糸を編成すること

で、編地が高密度化(図４)され、保形性の

高い編地(表１)になることが分かりまし

た。本研究成果を活用した用途展開(図５)

を検討していきます。 
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